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マルコブモデルと OR

今回のテーマであるマルコフモデルはOR毒事典によれ

ば，つぎのような構造の数式模型として税務されてい

る . t を時刻を表わすパラメータ，時刻 S でのシステム

の状態を表わす何らかの変数を x(りとすれば，

x(t)=f(x(t-l )) 

すなわち，今期の状態が前期の状態のみに依存し，過去

の履歴によらないという，いわゆる叩ルヨブ性によって

特徴づけられるものであり，この関係に確率法員。が付与

されていれば，マルコブ逃穫ということになるーマルコ

プ性は何も穣率モデルばかりでなく，いろいろなところ

で見られる.多くの物理務象の他に，たとえば措人ゲ{

ムでも，費率を定義する支配関係の機念など見方によって

は，このように見ることもできょう.それは，あるシス

テムの法則がまさにマル羽フ性をもっ場合もあるし，ま

た，この後紫を仮定しないと解析が限難になるという技

術上の遼砲にもよるであろう.そしてより一般的ではあ

るが，モデル構成の段階で当該、ンスデムが過去の会履歴

に依存するにしても，さしあたって前期のそれのみに依

存するものとするミ必婆知識ミの節約といったことにも

よるであろう.これらのことに沿っての議論が表題には

適切であったろうが，今践のサロ γでは参加者がマルコ

フモデルに不案内な関係もあって，議慾はむしろマルコ

ア遜径の滋携での適用から出発して審議E終的思考と OR と
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もいうべき話題がや心となったが，意思決定と確率的思

考とのf誌のギャップなど， ORで券確定的な賠題を対象

としている方々が広く学問的，実際的な簡を関わず何ら

かの形で直践する問題が話題となり大変興味深いもので

あった.この潟童書は一度漆く掘り下げて考察されるなら

ば大変有意義であるように思われる.

* * 本

マルコブ過緩は待ち行列や有限要素法を過していろい

ろなところで、使われているが，実際適用する者はずで‘に

方法がパッケージ化されている商もあって，背後の磯率

滋象を意識することが少なしむしろ確定的問題を扱っ

ていると患っていることが多いようである.データ解析

や統計約解析を通しての確率モテソレの使用について鉄鋼

業の例について考えてみると，たとえば，溶鉱炉では上

から鉄鉱石を入れ，つぎにコークスを入れて，交友にこ

れらを入れて，語手鉱炉のやでそれらがだんだん下に降り

ていきながら間体から液体になり鉄とそれ以外の不純物

が分離されるが，その途中で固体から液体に変わる間の

状態がどうなるかを知ることとそれをコ γ トロ{ルずる

ことで統計解析の手法が潟いられているとのことモあ

る.また，鉄鋼業では輸送が重姿な業務であるが，この

逃緩で金子る待ちを合理化するのに待ち行列が使われて

いる.また，康子炉の参事みの額所を謁べたりする擦にも

確率制御理論や時系列分析が使われているとのことであ

る.

以上のように，大概，物潔現象ないしはそれに類似し

たもの，あるいは数学上の潔白からの磯皐モデルは統計

学の長い伝統もあってよく使用されており，着実な歩み

を続けているが，全体としては縁の下にもぐっていて使

用者に意識されることが必ずしも多いとはいえないよう

である.この点，理論や手法というのはそれが「役に立

つj 場簡がその儀後に応じて様々にあるわけで， il霊祭的

な役郷ばかりでなく，工夫の上に作られた間接的役綴も

適切に宣伝され理解されるべきであろう.

~て，ここで磯率と意思決定というより， OR的な話

題に移る.確率が意思決定の上で語られるとき大きなE必

要患がつきまとう.学照的な領域は-Þr，;別にしても，機本
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が直接意思決定に関わるところでは，確率とし、う言葉は

何かギャンフツレと結ひeついた悪しイメージをもっていた

り，無責任で不安をつのらせる意思決定資料として表面

には出しにくいようである.それに，非常に高いリスク

が生じる確率がきわめて少ないとしてもその計画を駄目

とする感覚が意思決定者にある(これは必ずしも，彼に

確率的感覚がないからとは言い切れない面もあり，他の

理由にもとづくことも考えられるが).一般の人も同様

で，たとえば， f この住宅は 30 年はもつが，場合によっ

ては 10年しかもちませんJ などと言えば，お客はしりご

みして売れゆきは落ちてしまうから，平均値位lを言っ

て， f この住宅は絶対ですJ といった言い方をする.ま

た，理工系出身者は比較的確率的思考に慣れているが，

そうでないところではモデルは確定的であるべきだとい

う立場が支配的である.およそ計画とは不確実性を減少

させるものであり，最後になお意思決定が確率的要素に

もとづくのは不安であり，計画自体が不十分なものと見

られるからかも知れない.したがって，そういうお客さ

んからモデル作りを任されると確率モデルを作る積極的

な動機はうすれて， どうしても確定的なモデノレを作って

しまう.そして，かかるモデルが増えればますます確率

は意思決定上の雑音ということになって，結局，確率モ

デノレは役立たないということになる.結局，たとえば期

待値最大というようなことさえ現状では受け入れられ難

く，確定的でないと駄目ということであろう.

もっとも確率的な意思決定というのは新しい面があっ

て，しかも複雑な最大化問題が線形計画を用いると簡単

に解けるといった技術上のものとは大変違った合理性の

問題を含んでいるから，これらの否定的な反応が強いの

も当然といえるかも知れない.学問的領域においても，
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いまでは不確実性を正面から扱うことの重要性を皆認識

するようになったから大部緩和されたが，ゲームの混合

戦略など随分批判の的になったようである.ところで，

ゲームであろうとマルコフ決定過程であろうと，あるい

は他のものでも，ランダムな最適意思決定というものを

その専門家でさえ実際に当事者である場合，喜んで受け

入れるかというと疑問が残る.人間はこれらの理論が示

すほどの合理性に慣れていないし，いわゆる限られた合

理性(limited rationality) しかもっていないからかも知

れない.

しかし， その一方でわれわれはつねに意思決定に悩

む.その最大の原因は不確実性であり，そのとき迷いに

迷ってあたかも心の中のルーレットをまわして決断を下

すということは誰もが経験することではないだろうか.

これが確率的意思決定というつもりはないが，少なくと

も，われわれ自身確定的なことばかりしているのではな

い(むしろ，そうでないことが多い)という感覚は了解し

えるのではなかろうか.考えてみれば，意思決定に確率

が結びつくことを明示的に意識したのはごく最近のこと

であり(ギャンフツレの理論や保険の理論など一部にはあ

ったが)，また今では確率についての教育も盛んである

が，それもごく最近のことであって，日常生活において

確率的感覚が浸透しているとはとても言えない.そう考

えれば，確率に慣れないわれわれがそのもつ次元の高

い合理性に当惑するのも当然と言えるかも知れず，むし

ろ，かつて批判の的であったことが今回のサロンのよう

に好意をもって見られること自体大変な進歩といえるで

あろう.したがって，やがて近い将来，この種の問題も

確率的センスの育成とともに新しい展開を迎えることに

なることと恩われる.

雑誌 EJOR 購読者募集のお知らせ

European Journal of Operational Research 

(EJOR) は， Association of European Operational 

Research Societies (EURO) と North-Holland 出

版社との共同出版によるもので，今年は Vol. 3 が発行

されます.

偶人購入もできますが，当学会では割引価格でお取り

扱いしています.

Jê行回数:年 6 凹(通常の book-size で 1mト約75

ページ)

1979 年 1 月号

使用言語:英語

内容:あらゆる分野における ORに関するすぐれ

た論文.

連絡事項として， letters や新刊書(最近

1 年間のもの)の批評，短評(紹介).

価格: 7000円(送料込年間).

〔個人購入の場合， Dfl. 141 (Dfl. 1 は，

約95円)J.

お申し込みは，当学会までお知らせください.

45 © 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.




